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１ 名　　　称 　令和８年度中部町議会議員研修会

 
２ 場　　　所 湯梨浜町「水明荘」
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（1）鳥取県内における有害鳥獣被害の現状 

鳥取県内の有害鳥獣による農作物被害額は、平成 16 年度

をピークにその後は徐々に減少し、近年は年間 5,000 万円か

ら 9,000 万円程度で推移している。令和 7年度は約 4,300 万

円となり、前年度から大幅に減少した。 

一方、シカの捕獲数は八頭郡を除いて増加傾向にあり、特

に県中西部では今後の増加が懸念されている。また、令和 7

年度のイノシシの捕獲数は大きく減少しており、引き続き動

向を注視する必要がある。 

主な対象鳥獣は、シカ、イノシシ、アライグマ、カラス

類、ツキノワグマ、ニホンザルなどであり、鳥獣の種類や生

態に応じた対策が必要である。 

 

（2）野生鳥獣による被害が増加する背景 

被害が増加する背景には、人々の生活様式の変化や里山の

環境変化がある。里山の管理放棄、耕作放棄地の増加、やぶ

化、竹林の拡大などにより、野生鳥獣の生息域が広がり、人

と野生鳥獣との緊張関係が薄れてきている。 

また、農作物は野生鳥獣にとって栄養価が高く、効率よく

食べられる餌となる。一度農作物の味を覚えると、農地に依

存するようになり、幼獣の生存率や個体数の増加、集落への

定着につながる。さらに、人への警戒心が薄れて行動が大胆

になり、農作物被害だけでなく、人身被害の発生にもつなが

る。 

畑に放置された農作物や摘果果実、傷物野菜、生ごみ、墓

のお供え物なども野生鳥獣を引き寄せる要因となるため、集

落や農地に餌となるものを残さないことが重要である。 

 

（3）鳥獣害対策の基本的な考え方 

鳥獣害対策は、次の 3つを組み合わせ、地域ぐるみで実施

することが基本である。 

① 集落・農地環境の改善 
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畑に残されたクズ野菜や果実、生ごみなどを放置せず、未

収穫の農作物や墓のお供え物も適切に処分する。また、鳥獣

が隠れやすいやぶなどを整理し、見通しのよい環境をつくる

ことで、野生鳥獣が集落に近づきにくい環境を整える。 

② 侵入防止対策 

農地への侵入を防ぐため、加害鳥獣の種類や地形など、地

域の実情に応じた侵入防止柵を設置する。イノシシやシカに

は電気柵やワイヤーメッシュ柵、クマには電気柵、カラスに

は防鳥ネットやテグスなど、それぞれに適した対策が必要で

ある。 

柵は設置するだけでは十分な効果を得られず、正しい設置

方法と定期的な見回り、草刈りなどの維持管理が欠かせな

い。設置後の管理が被害防止の効果を左右することを学ん

だ。 

③ 捕獲・追い払い対策 

捕獲には、増えすぎた個体数を調整するとともに、人と野

生鳥獣との適度な緊張関係を保つ意義がある。被害を出す個

体の捕獲や追い払いを行い、鳥獣が集落に定着しないように

する。 

なお、カラス対策については、捕獲だけでなく、餌となる

ものをなくすことが重要である。 

 

（4）ツキノワグマへの安全対策 

クマによる人身被害を防ぐためには、まずクマに出会わな

いことが重要である。鈴やラジオ、笛などで人の存在を知ら

せる、複数人で行動する、周囲を確認しながら歩く、見通し

の悪い場所では特に注意するなどの対策が必要である。 

また、クマを引き寄せる餌やにおいの原因となるものを取

り除き、クマを見つけやすい環境を整えることも大切であ

る。 

クマ用電気柵については、昼夜を問わず通電させ、電線に

草などが触れないよう管理するほか、樹木の枝などを伝って

侵入されないよう、周辺の樹木の伐採や枝落としを行う必要

がある。柵を設置した農地に入る際には、クマが内部に侵入

している可能性も考慮し、適切な安全確認を行うことが重要

である。 

 

 

今回の研修を通じて、有害鳥獣対策は捕獲や侵入防止柵の

設置だけでは十分ではなく、野生鳥獣を集落や農地に引き寄

せない環境づくりが基本であることを学んだ。 

北栄町は農業を基幹産業とする町であり、農作物被害の防

止は農業者の所得確保と営農意欲の維持に直結する重要な課

題である。特に、農地や集落に残された農作物などを適切に

処分することは、住民一人ひとりが取り組める身近で効果的

な対策である。 



提出期限　　令和８年１０月２３日

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は、町内の被害状況や鳥獣の出没傾向、侵入防止柵の

設置・維持管理の状況を把握するとともに、農業者や地域住

民への周知、関係機関との連携など、地域ぐるみの対策が進

められているか確認していきたい。 

また、シカの増加傾向やツキノワグマによる人身被害への

備えについても注視し、農作物被害の軽減と住民の安全確保

の両面から、持続可能な農業と安心して暮らせる地域づくり

に向けて、今後の議会活動に生かしていきたい。


